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1. はじめに

前稿「卒業式に見る袴の現代的着装の研究 I」

「卒業式に見る袴の現代的着装の研究IIーファ

ッションの視点からー」 I)2)の調査では、被服

学科の卒業生の袴の着装率は、 2014年 3月卒

業97%、2015年 3月卒業93%と高く、女子学

生にとって卒業式には袴の着装をしたいという

願望は定着している印象を受ける。学生の着装

分析結果では、日頃の装いの好みと袴の着装は

合致する選択がされていて、クラスター分析柱 I)

に基づく志向の特異性を示すことができてい

る。そして 1年目の分析結果からトレンドで

あると予測した“レトロ"11:2)な印象を感じる

装いは、次の年の分析では広がる傾向で、流行

現象の一且を導き出した。袴のカタログ分析結

果からは、カタログに使われているキャッチ・

コピー等から、ファッション雑誌のように絹集

されている実態を見出した。これまでの結果か

ら、現代の女子学生にとっての袴の着装はファ

ッションとして捉えている実態が明らかになっ

てきている。

ここまでの研究結果を受けて、華者らは関連

する業界の方へのヒヤリング調査を継続的に進

めている。まず、本学にて袴レンタルを行って

いる業者（以下：レンタル業者） 2社に、女子

学生が袴を選ぶ際に述べているキーワードにつ

いて数回にわたりヒヤリング調査をした。滸物

や袴の色の要望以外では、「かわいらしい装い

がしたい」「レトロな柄が着たい」「大人っぼく

きれいに見せたい」などの会話があり、それら

の要望に合った商品をおすすめするという。“か

わいい.."レトロ.."きれい”などの言葉は、ア

パレル業界、ファッション雑誌などのメデイア、

消費者はファッション用語として一般的によく

使う言葉である。これらの言葉は、その対象が

持つ趣味・センスといった好みを示す用語で、

「個性」や「感性」という「テイスト」という

言葉で理解されている。また同じ意味の説明用

語として「ファッションイメージ」という言葉

も用いられる。それらの用語には明確な規定が

あるわけではないとされている”。アパレル業

界ではプランドのコンセプトやターゲットのフ

ァッション志向を示すビジネス用語としても頻

繁に使われる言葉である。

関連調査として、前 2稿で導きだした「レ

ンタル用のカタログはファッション雑誌のよう

に編集されている」とした結果の衷付けをとる
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ために、 2016年 7月27日に袴着装のカタログ

制作会社の専門職の方にヒヤリング調査を行っ

た。袴のカタログは振袖のカタログと同様に、

業界においては非常に重要なツールであり、編

集の仕方次第で売り上げが変わるという。その

役割は和装を身近に感じてもらうため、そして

レンタルする時の参考としてもらうためであ

り、最終的にはレンタル販売を誘尊するツール

である。そのため若い世代が日頃身近に感じら

れる言葉を用いるファッション雑誌に類似した

編集になっている。例えば「コーデイネート」

を「コーデ」などとするファッション雑誌で使

われる造語などの流行の言葉も使う傾向にある

という。

また、和装業界においての若い世代向けの着

物に関する実態調査を目的に、 2016年7月12

日に和装呉服問屋にて長年業務を行ってきた専

門家にヒヤリング調査を行った。若い世代にと

っては、振袖と袴の着装は、着物ではなく儀式

のための服装であると認識しているのではない

かと述べた。その理由として、本来着物は、伝

統的な格と種類があり、染めと織り、模様に至

るまでの基本的な概念が存在する。それらの概

念は、和装業界では基本的、むしろ常識的な考

えであるとした。そして、振袖や卒業式の袴の

カタログに掲載されているスタイルやそこで用

いられている、また業者から要求される着物や

袴は和装業界においての基本的な概念に即した

ものばかりではないと述べている。若い世代が

積極的に儀式・式典で着物を着用するのは喜ば

しいことであるが、着物の基本を理解せずに着

装している実態は好ましく思われていない様子

が伺えた。また、現代の若い世代をターゲット

とした振袖や袴着装は、流行を意識した戦略を

とらないとピジネスとして成り立たないと理解

しているとの意見を伺うことができた。

一方先行研究において筆者らは卒業式の袴姿

の現状報告は少ないとして、伝統的着装の変化

について論じた 4)。その中で、読売新聞や繊研

新聞に掲載された卒業式での袴着装のファッシ

ョンや流行現象にふれた記述を取り上げてい

る。分析を通して現代はファッション化が定着

し、発展する時期に入ったとした。また若い世

代の着物に関する先行研究について、ファッシ

ョンを視点に整理を行った。ファッション性の

高いキモノの登場 5)、若年層においては成人式

や卒業式のファッションとしての和服 6)、ファ

ッションとしてのきもの（おしゃれ着） 7)など

のファッションと「キモノ• 和服• きもの」を

関連付けた記述がある。しかしながら、これら

の先行研究は、伝統的な概念を基にして論じて

おり、若い世代がファッションとして捉えてい

る基盤にたった研究は少ないと言える。

矢嶋孝敏は、著書「きものの森」でビジネス

戦略として、きものの「ファッション化」「カ

ジュアル化」「アパレル化」とアパレル業界が

使う言葉を使い述べている 8)。そこで述べてい

るファッション化は、普段着感覚のきもののこ

とを実用呉服としていた表現から、それにとっ

てかわる時代性を反映したキーワードとして使

ったという。商品として提案された浴衣は、基

本的な概念の上にたっていないファッションと

しての楽しみを広げるものだったという。

このように和装ビジネスでは、ファッション

として捉えた着物の提案がされていることを踏

まえると、研究においても若年層をターゲット

とした着物の装いは、ファッションの文化社会

学 9)などの観点から論じる時期になっているの

はないかと考えている。

2. 研究目的

本稿における研究目的は、以下の2つとした。

まずは、前 2稿に引き続き、平成27年度の流

行現象を把握するとともに、クラスター分析も

引き続き実施し8頃の装いと袴の着装との関連

性や特異性を導き出す。このような毎年の時系

列データの蓄積により流行のサイクルなどを導

きだすことができると考えている。そのためフ

ァッションとして捉えている若い世代にむけて
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の和装ビジネスに有効な資料となる期待ができ

る。

次に過去の分析およぴヒヤリング調査から浮

きだした「女子学生が袴滸装をファッションと

して捉えている」という概念の基、袴滸装につ

いて女子学生が捉える「テイスト」「ファッシ

ョンイメージ」の実態を明らかにする研究に着

手する。そのための予備的実験を行うことも本

稿の目的の 1つとした。

3. 研究方法

前 2稿同様にカタログと学生着装の共通資

料11:3)のデータ化およぴ分析を行う。カタログ

の分析では、 2016年 3月に卒業をした学生を

対象としたレンタル用のカタログ「卒業時装J
10)「はかま」＂）「卒業袴」 IZ)を使い、昨年と同様

の方法で色のデータ化町）と判定il:5)を行う。昨

年行ったアンケート調査やヒヤリング調査か

ら、袴着装のために重視するのは色であること

が導きだせたため、本稿でも色について維続し

て分析することとした。モデル着装姿の被写体

数は、「卒業時装」は36体、「はかま」は52体、

「卒業袴」は81体である。

学生着装は、 2016年 3月に卒業した被服学

科の学生90名の卒業式での袴の着装を撮影し

た共通資料である。前 2稿同様に8頃のファ

ッションと照らし合わせて「ストリート系」「萌

え・ギャル系」「ゴスロリ系」「モード系」「ノ

ンポリ系」「混在系」の 6分類に基づくクラス

ター分析を行い、クラスター毎の袴の装い、色

の選択の特色について考察する。色のデータ化

は、カタログと同様の手法を用いる。なお、昨

年行ったアンケート調査も引き続き実施し、 75

名の集計を行った。

本稿の研究目的の一つである「テイスト」「フ

ァッション1メージ」に関しては、 2017年度

卒業生を対象としたレンタル用のカタログ「は

かまJ13)と「卒業袴」＂）を賓料として予備的実
験（以下：評価実験）を行った。被験者は、被

服学科の 4年生 13人である。両カタログから

モデル着用の被写体「はかま」 20体「卒業袴」

20体をランダムに選んだ。カタログから各被

写体を切り取り、総被写体数40体を机の上に

ランダムに並べた。イメージ用語として、「か

わいい」「かっこいい」「きれい」「レトロ」の

4つの言薬を取り上げた。被験者は各言葉に

合うスタイルの被写体を上位 3位まで順位付

けをし、各々選んだ理由について自由に記述し

た。「かわいい」「かっこいい」「きれい」「レト

ロ」の言葉にした根拠は、前述したレンタル業

者のヒヤリング調査とファッションイメージに

関しての先行研究 15)16)を基にしている。

4. 研究結果

(1) 2016年 3月卒業生を対象としたカタログ

の分析

昨年と同様に、今回の分析でも学生が重視し

ているとされる着物と袴に限定して行った。ま

た、見た目の印象にもっとも影響を与える色と

して面積が最大の色を抜粋し、「代表色」とし

て出現数を集計した。

①着物の色

「代表色」について出現数が多い順に 5位ま

で示した（表 1(1)「卒業時装」 (2)「はかま」

(3) 「卒業袴」）。また、「代表色」をトーンと色

相に分け、出現数を全体数に対する割合で示し

た（図 1-1着物生地 (1)「卒業時装J(2)「は
かま」 (3)「卒業袴」、図 1-2着物柄 (1)「卒

業時装」 (2) 「はかま」 (3) 「卒業袴」）。着物生

地の色は、表 lから「卒業時装」ではW(白）

が 1位となった。「はかま」ではp8(薄い黄）

とW(白）、「卒業袴」では Bk(黒）が 1位で

あった。全カタログでW(白）と Bk(黒）、

p8 (薄い黄）が多数みられた。図 1-1から、

トーンではp (博い）、It(浅い）が半数を占め、

高明度のトーンが多いことがわかった。色相で

は赤、黄などの暖色系と白が多かった。また、「卒

業袴」では他の 2つのカタログと比べて黒の
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表1出現数（沿物）

(1)「卒業時装J

＼ 沼物生地 沼物柄

順位 色記号 出現数 色記号 出現数

1 w 10 w 8 

2 Bk 7 lt24 6 

3 dp2 4 

一 v24, 
4 2 v2 3 
dp2,Bk 

5 p2,p8 2 

(2)「1よかま」

＼ 刃物生地 沼物柄

順位 色記号 出現数 色記号 出現数

1 p8 6 w 14 

2 w 6 dp2 ， 
3 lt24 4 

• —... • v2, dp2, lt8, 
4 4 

一 p22,Bk v2,v3,s4 3 
5 

(3)「卒業袴」

＼ 沼物生地 沼物柄

順位 色記号 出現数 色記号 出現数

1 Bk 17 w 20 

2 pB 10 lt24 16 

3 w ， p2 7 

4 
·-·--— dp2,p2 
5 

4 v2,dp2 4 

割合が高かった。このように、暖色系、白と黒，

高明度の色が多い結果となった。昨年の結果と

比較すると、ほぽ同様の傾向を示した。白と黒

の出現割合は昨年より拡大する傾向がみられ

た。一方、昨年と異なる点として、昨年は紫系

の色が上位にみられたが、本調査ではその特徴

はみられなかった。

着物柄の色は、表 1から両カタログとも W

（白）が 1位となった。その他、lt24(浅い赤紫）

やdp2(深い赤）などが多くみられた。図 1-2

からトーンではIt(浅い）、V (鮮やかな）、p(博

い）などの明度、彩度の高い色の割合が高く、

(a)トーン (b)色祖

(1) 「卒業時装」

<•I トーン (b)色褐

(2) 「1よカヽまJ

(a)トーン

(3)「卒業袴」

図 1-1 滸物生地（トーン＆色相） (1)「卒業時装J
(2)「はかま」 (3)「卒業袴」

色相では赤、紫、赤紫が5割以上を占めた。

昨年の結果と比較すると、同様の傾向がみられ

た。

以上の結果から、両カタログで着物生地では

白、黒、暖色系、高明度の色が多く、着物柄で

は白、赤、赤紫、高明度、高彩度の色が多いこ

とが示された。昨年の結果と比較すると、紫系

の袴生地が上位にみられなかった点以外は同様

の傾向が示された。
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(a)トーン

(1)「卒業時装J

l•I トーン

(2) 「,;1カヽま」

Colトーン

(3)「卒業袴J

オレンジ
3贄

lb)色祖

(bl色帽

!bl em 

図 1-2 着物柄（トーン＆色相） (1)「卒業時装J
(2)「はかま」 (3)「卒業袴」

②袴の色

袴の色も着物と同様に「代表色」について出

現数が多い順に 5位まで示した（表 2(1)「卒

業時装J(2)「はかま」 (3)「卒業袴」）。ただし、
5位までに出現数 1回が含まれる場合は結果

から除外した。また、着物と同様に「代表色」

をトーンと色相に分けて集計した（図 2-1袴

生地 (1) 「卒業時装J(2) 「はかまJ(3) 「卒業
袴J)。袴生地の色は、表 2から「卒業時装」

はdk2(暗い赤）が 1位となり、「はかま」、「卒

表2川現数（袴）

(1) 「卒業時装」

＼ 袴生地 袴柄

順位 色記号 出現数 色記号 出現数

1 dk2 7 v3 10 

2 w 7 

3 
dk12, dkg20 5 

lt24, p2 4 
4 
dk22, dk24 4 

5 v7, dp4, lt22 3 

(2) 「&;J:カヽまJ
＼＿ 

袴生地 袴柄

順位 色記号 出現数 色記号 出現数

1 Bk 12 w ， 
2 dkg14 5 p2 7 

3 d8 3 p8 6 

4 sf24, dk2, dp2 2 , _  
dk14, dkg4, 2 

5 dkg18,dkg20 該当なし

(3) 「卒業袴J

＼ 袴生地 袴柄

順位 色記号 出現数 色記号 出現数

1 Bk 16 p2 6 

2 dk2 6 lt24 5 

3 dp2 5 lt2 4 

4 dkg6 5 dp2 3 

5 d8,dkg20 4 w 3 

業袴」はBk(黒）が 1位であった。 dk2(暗

い赤）は聴脂色に相当する色であり、明治や大

正時代の袴を象徴する色である 17)18) 19)。図 2-1

から全てのカタログでdk(暗い）、 dkg(暗い

灰みの）、 dp(深い）の低明度トーンの割合が

高く、 7割以上を占めた。また、 V (鮮やかな）

やsf(柔らかい）といった高明度、高彩度のト

ーンもわずかにみられた。色相はカタログ間で

黒が多い点は共通していたが、黒以外の色相に

おいては、「はかま」と「卒業袴」では赤がも

っとも多く、「卒業時装」では青緑が多くみら

れた。昨年の結果と比較すると、dk2(暗い赤）
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灰

m

(b)色ffl

(1)「卒業時装」

(a)トーン

(2) 「1よカヽま」

(b)色Ill

Col トーン (bl (!lfll 

(3)「卒業袴J

図2-1 袴生地（トーン＆色相） (1)「卒業時装」

(2)「はかまJ (3)「卒業袴J

は昨年同様に上位にみられるなど、低明度のト

ーンの割合が高いという点で一致していた。し

かし、黒は昨年と異なる傾向がみられ、昨年の

結果では「卒業時装」では黒が最も出現数が多

かったが、今回は上位5位までに入らなかった。

袴柄の色は、表2から「卒業時装」はv3(深

い黄みの赤）、「はかま」はW(白）、「卒業袴J
はp2(薄い赤）が 1位となった。図 2-2から

すべてのカタログでp(博い）、It(浅い）、V (鮮

やかな）といった高明度、高彩度のトーンが多

(a)トーン

(1)「卒業時装」

(t,)色祖

I
m
 

(D)トーン

灰

m

(2) 「は：カヽまJ

(b)色相

(n)トーン (b)色相

(3) 「卒業袴J

図2-2 袴柄（トーン＆色相） (1)「卒業時装J
(2)「はかま」 (3)「卒業袴J

く、色相は赤、白が多い点が共通していた。

以上の結果から、袴生地では低明度トーンや

黒が多くみられ、袴柄は高明度、高彩度のトー

ンが多く、赤、白が多いことが示された。昨年

の結果と比較すると、「卒業時装Jで黒の出現
数が顕著に減少した点以外は同様の傾向が示さ

れた。
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(2)学生における袴の着装の分析

①全体の傾向

アンケートの設問「成人式に着用した着物・

自作した着物を卒業式に着用する予定ですか」

については、「はい」が27%、「いいえ」が

73%という結果であった。昨年は、「はい」が

35%、「いいえ」が65%で、大きな変化はみら

れない。次の設問「袴の装いを選ぶ際、重要な

ァイテムを下記から選ぴ、優先順に記載してく

ださい」では、それぞれの着物が自前か自前で

ないかを踏まえて袴の装いに重要なアイテムが

選択できる解答形式にしている。優先順位とし

て3位まで記述し、集計については、 1位記

載の単純集計と 1位から 3位までの記載を合

計した複数集計としてデータ化した。着物が自

前の学生は最重要なアイテムが袴で、着物が自

前でない学生は圧倒的に着物を 1位に上げて

いる結果は昨年と同様である。「袴の装いにつ

いて重要なこと」の設問では、着物の色が重要

で、全体の雰囲気や着物の柄、袴の色が続く。

昨年同様に、現代の袴の装いには、着物の選択

が最優先で特に色については重要であると言え

る。昨年の分析では着装率30%となったプー

ツの合わせは、本稿では50%と一昨年の 52%

に近い割合となった。昨年は日本の伝統的な着

装が好まれる傾向のため、足袋と草履の選択が

増えたと推測した。しかし、袴着装においては、

プーツまたは草履は当たり前のアイテムで、個

人の好みで選択しているとも言える。したがっ

てこれまでの研究結果からはトレンド傾向とす

る明確な結論には達しておらず、今後の課題と

なった。

次に色の分析結果として、カタログと同様に

着物と袴の「代表色」について出現数が多い順

に5位まで示した（表 3(1)着物生地と着物

柄 (2)袴生地と袴柄）。滸物生地ではW(白）

の出現数が突出していた。次いでdp2(深い赤）、

p8 (薄い黄）が多かった。昨年の結果と比較

すると、 W(白）、 dp2(深い赤）が上位の点

は一致した。一方、昨年の結果では赤系が上位

表3出現数（学生）

(I)学生滸物

＼ 珀物生地 珀物柄

順位 色記号 出現数 色記号

1 w 22 w 

2 dp2 7 dp2 

3 p8 6 lt24 

4 Bk 4 
v24, lt2 

5 p16,p24 3 

(2)学生袴

＼ 袴生地 袴柄

順位 色記号 出現数 色記号

1 dk18 13 w 

2 dk14 10 lt24 

3 Bk ， p2 
4 
dk2, dkg18 5 dp22,p8 

5 

出現数

24 

， 
5 

3 

出現数

7 

6 

4 

3 

を占めていたのに対し、本調査ではp8(悪い黄）

が上位となったのは今回の特徴と言えよう。カ

タログの結果と比較すると、 W(白）、 p8(薄

い黄）はカタログでも上位の色であり、傾向が

一致した。袴生地色では、 dk18(暗い青）、

dk14 (暗い青緑）、の順に出現数が多く、全体

の3割を占めた。この傾向は昨年の結果と同

様であった。これらの低明度の青はカタログで

も出現数は比較的多いが、それほど目立った扱

いにはなっていない。一方、学生には非常に人

気があることは今回の結果からも示された。

袴着装の全体傾向を総括すると、着物の色や

柄、滸物と袴の組み合わせの色などで、昨年の

“レトロ＂なイメージの装いは、継続している。

そして本分析においての特徴は、着物の模様の

大きさが昨年より大きく、大胆な柄が見られた

ことである。そして、“レトロ＂なイメージを

基本にしながらも、より個性的で人とは異なる

アイテムやコーデイネートを求めている傾向が

見られた。髪型は昨年同様に、アップにまとめ

る、ハーフアップにまとめるなどのすっきりし
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図 3 「ストリート系」に見られる ［レトロ］なイメ

ージのコーデイネー ト

I以I4 「ス トリート系」に見られる大胆な柄、モダン

な印象のがf物

た印象のヘア ・スタイルが、多くみられた。

②クラスター別

クラスター別の分析は前 2秘同様に、日頃

の装いとアンケート調査を照らし合わせて、ク

ラスター分類をした。集計した結果は「ス トリ

ー ト系39%」「i切え ・ギャル系 43%」「混在系

11%」「ノンポリ系 3%」「ゴスロリ系 4%」「モ

ード系 0%」となった。サンプル数が少ない「視

在系」 「モード系」「ゴスロリ系」「ノンポリ系」

図 5 「ス トリート系」に見られる個性をif(視したコ

ーデイネート

c
 

図 6 「 1Vi え ・ ギャル系」 に見られる ~t.:夫をし、人と

異なるコーデイネート

図 7 花の刺紬が施された半衿

は排除し、サンプル数が多い「ストリート系」「萌

え ・ギャル系」について袴の装いの特異性を述

べていく。その他、今回の分析でクラスターの
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n 
l...ii,,d' 

図 8 「ii/iえ・ギャル系」に見られる ［レトロ）なコーデイネート

特徴が/JIている 「ゴス ロリ系」についても述べ

る。

「ストリ ート系」は、祈物の色 ・柄と衿の色

の組み合わせ、まとめた嬰型、小物を合わせた

全体的な装いは、昨年同様＂レトロ ＂なイメー

ジを感じさせるコーデイネー トが好まれていた

（梱 3)。昨年と比較すると、よりインパク トが

ある大JJ!!な柄、モダン礼6)な印象が特徴である

（図 4)。日頃からお洒落に典味があり、 ファッ

ションに関する情報やトレン ドを梢極的に取り

入れようとするこのクラスターでは、 a レトロ"

をキーワードに個性敗かに装いを楽しんでい

る。 トレ ンドに敏感な学生に関しては、一般的

にはあまりみられない白の袴などの他の人と沢

なるものを選ぴより個性を煎視する領向が伺え

る (I翌I5)。色の分析結果では、消物生地に特

徴がみられた。学生全体では代表色として白が

多かったのに対し、 このクラスターでは突Illし

て多く選択された色は無く 、白、赤、紫、 ・,'r-と
様々な色使いの装いがみられた。

「iUiえ ・ギャル系」は、 日頃から1飴やかなス

タイルを好むクラスタ ーで、衿の沿装も前 2

＾ -

図9 「1Viえ・ギャル系」に見られるII本の伝統的な
柄を息わせる＾咋物の..,VfJI! 例

稿 l司様に女性らしい ―1,~やかな装いを好んでい

る。通称ギャル・フ ァッションとされている非

‘常にデコラテイプで11f愛いアイテムを沢山川い

て装う111叫：年までの傾1i1Jから、可愛いアイテムを

ベースにしながら色の合わせ、嬰型や小物も含

めて細部にまで工夫をしている ( l~I 6)。また（枢l

7)のような女性らしい花のモチーフの刺繍が

施された半衿や伊達衿の色などもT夫をし、旅

やかで上品な印象のコーデイネートはこのクラ
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＾ 
Cー

(:;<:(10 「前iえ・ギャル系」今年度新たに見られた個性

的な済物のがnn例

図11 「ゴスロリ系」に見られる H頃の装いと類似す

るコーデイネー ト

スターでは定番のような印象を受ける。 “レト

ロ＂なイメ ージの装いは、「ストリート系」と

同じように大きなモチーフの約物が好まれてい

る（図 8)。また (I叉I9)のような H本の伝統

的な柄を思わせる府物も選ばれている。このク

ラスターでは昨年まで見られなかった個性的な

消物を選択する領Irりも見られた (I図110)。色の

分析結果では、袴生地に特徴がみられた。学生

全体では代表色が媒の学生が 9名み られたが

そのうち 7名がこのクラスターの学生であっ

た。黒の袴生地に白やピンクといった花柄があ

しらわれ、生地の煤が栞蔀さと上品さを示し、

柄で女性らしい蔀やかさを表す様子が伺えた。

図12-1 「はかま」より

転救

[;ii 12-2 「はかま」より

転載

屈112「かわいい」の評価を多く得たコーデイネート

前 2稿までの分析では、クラスタ ーの特異

性に翡i労な傾111)が見られなかった「ゴスロリ系」

では、 （枢111)のように日頃の装いと類似する

個性あふれるコーディネートが見られた。

(3)「テイス ト」「ファッションイメ ージ」分析

「かわいい」「かっこいい」 「きれい」「レトロ」

についての評価実験に基づき選択数の多かった

被写体の例を挙げ、選んだ理illの特徴を述べる。

「かわいい」の理由は、色がピンクであること、

お花の柄が小さくて優しい、合わせている袴も

ピンクで、全体に淡い感じがする（図 12-1)や、

苅物がクリーム色で袴がピンクのそれぞれの色

の印象とパステル同士で合わせるとかわいい印

象となり、ロマンティックなノ雑囲気がする、滸

物の柄が少女らしい（図 12-2)などがあった。

「かっこいい」の理由は、 全体に黒 ・グレーで

白や黄色の花がかっこいい、黒と黙の組み合わ

せのトーンがII音く引き締まった印象、シックで

大人っぽい印象である（囮 13-1)や、落ち済

いた色合いで男性的と感じた、黒地で柄が少な

いため大人っぽく感じた(l'i<l13-2)としている。

「きれい」の理由は、沿物も袴も紫系統でまと

まっている、紫は気品があり落ち着いている、
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';'('13-1 「はかま」より

転載

図13-2 「卒菜怜」より

転載

図 13 「かっこいい」の評価を多く得たコーディネー ト

柊I14-1 「Ii力、ま」より

転載

l;:<l 14-2 「卒業袴Jより
転載

図 14 「きれい」の評価を多く得たコーデイネート

()(115-1 「はかま」より転載 図15-2 「卒業袴jより転載 図15-3 「卒業袴jより転載

図 15 「レトロ」の評価を多く得たコーデイ ネート

大人な印象をうける、府物の柄と袴の柄の流れ

るような感じが「きれい」と感じた(l;:(114-1)や、

落ち滸いた色と柄が大人っぼく感じた（図

14-2)などであった。「レトロ」の理111は、"は

いからさん”のイメージである、柄がレ トロな

'dj: 囲気である （図15-1)や、色が派手で、柄

が大きく 、大正ロマン的雰囲気を感じる (I図

15-2)、色合いと柄から、統一惑ではなく アン

バランスさがレトロな印象である （図15-3)

としている。

次に 「かわいい」「かっこいい」 「きれい」 「レ

トロ」についての選択理山の記述文に対し、

幻法il7)で分析を行った。ここでは、特徴的な「か

わいい」「かっこいい」の結呆をまとめる （表 4)
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表 4 KJ法による分析結果（かわいい）

表 5 KJ法による分析結果（かっこいい）

かっこいい

（表 5)。「かわいい」は、色はピンク、模様は

花（小花を含む）・リボン、女の子らしさ、幼さ、

やわらかさ、甘さから印象を受けるとしている。

一方「かっこいい」は、色は黒•赤、模様は花・

グラデーション・柄の少なさ、大人っぽい、落

ち滸いている、旗としたイメージから印象を受

けるとしている。

これらの総合的な結果から、「テイスト」「フ

ァッションイメージ」は、着物の色が主であり、

次に着物の柄・モチーフ11:8)や袴の色とともに、

着物と袴を組み合わせた色の印象で判断してい

る。総じて色の印象が重要であると言える。女

子学生の日頃の装いで使う「テイスト」「ファ

ッションイメージ」は、衣服のデザインやコー

デイネートを総合的に判断しており、衣服のデ

ザインは、色・素材・形から成り立っている。

特に形は、シルエット・デイテールなどに細分

化され、細部にわたり変化は豊富である。一方、

袴着装における着物は大振り袖• 中振袖などの

袂の長さにより見た目の形の変化はある。また

袴も短めに着付けるなどの丈の変化はあるが、

ミニからロングまである洋服とは異なり変化は

少ない。つまり形の観点からは、着物も袴も丈

の変化はあるもののパリエーションは少ないと

言える。そのため「テイスト」「ファッション

イメージ」の判断基準は、色の印象である結果

は納得出来る。この評価実験で色が重要である

ことの衷付けを取る事ができたと言える。また、

この結果はアンケート結果の色が重要であると

している点からも整合性がとれている。

5. 考察とまとめ

以上の結果から、本論の考察を三つの視点で

まとめる。一つ目はカタログ及び学生の着装資

料を基にした色の分析からの視点と、二つ目は

今年度の袴の装いの傾向でみられたファッショ

ン分析からの視点、三つ目は袴着装の「テイス

ト」「ファッションイメージ」分析からの視点

である。

まず色の分析からの視点では、カタログと学

生調査で類似した結果と異なる結果が明らかに

なった。着物の色では、カタログと学生調査に

おいて、 W(白）、 p8(博い黄）、 Bk(黒）が

多く取り入れられ、傾向は比較的一致したと言

える。これらの色は近年の女子学生において着

物の色として一般的に好まれる傾向があり 20)、

同様の結果となった。また黒については、昨年

は学生にはそれほど人気の高い色ではなかった

が、本調査では人気が上昇した。白や黒は普段

着で好まれる色であり 21)、この傾向は、袴着装

に関する色の選択は8頃の装いと同じように捉

える可能性を襄付けているのではないだろう

か。一方、カタログではそれほど上位ではなか

ったdp2(深い赤）が、学生には人気であった。

dpトーンは“伝統的な”、“和風の＂といった

イメージを有し 22)、赤は女性的な印象を抱く色

である 23)。学生全般がこの色を好む傾向がある

かを明確にするには更なる調査が必要である。

袴の色ではカタログはBk(黒）、 dk2(暗い

赤）が多く、学生でもこの 2色は上位にみら

れたため、傾向は一致していたと言える。しか

し、学生ではdk18(暗い青）、 dk14(暗い青緑）

ー 18 —



卒業式に見る袴の現代的粁装の研究m

が 1, 2位となり、全体の 3割を占めた。昨

年と同様にこれらの暗い青系を好む傾向がみら

れた。この傾向が本学学生の特徴であるかは、

今後の継続的な調査から明らかにしていきた

"¥0 

以上本調査から、学生が選択する着物の色と

日頃の装いとが一致する傾向が強まっているこ

とが示された。これは、学生が袴滸装をファッ

ションとして捉えている表れと言えよう。また、

昨年と本調査から、本学学生が好む色が着物、

袴ともに存在する可能性が示唆された。また、

袴で黒が増えたことは、個人の好みや流行、あ

るいは日頃の装いに合わせた可能性などが考え

られる。原因を明らかにするのは今後の課題で

ある。

二つめに、ファッション分析からの視点では、

クラスター分析については、昨年と同様に、 H

頃の装いに応じて袴の着装もそれぞれのクラス

ターに特徴がみられた。“レトロ＂なイメージ

をクラスター毎に特異性を持った粁装をしてい

ることが読み取れた。継続的な分析を基にトレ

ンドの観点からまとめると、一昨年は8頃から

おしゃれに興味のある学生が取り入れていた

“レトロ”なイメージを今後のトレンドとして

いた。昨年は矢絣の消物、大正浪没を感じさせ

る色や柄、アンティーク着物など、さまざまな

“レトロ”なイメージを個性や好みに合わせて

作り上げて拡大していた。そして本分析結果で

は、“レトロ＂なイメージを基に、特に柄は大

きく大胆になる傾向が見られ、色や組み合わせ

でさらに個性が加わり拡散する傾向がみられ

た。一方で、新たなトレンドとして浮上してい

るキーワードやヒントは見いだせなかった。次

年度は、定消した“レトロ＂は、さらに個性が

加わりながらも一般化すると考えられる。そし

て本調査では見いだすことができなかった“レ

トロ＂にかわるトレンド現象が少数ながら出現

すると予測する。

三つめに、袴着装について女子学生が捉える

「テイスト」「ファッションイメージ」分析から

の視点では、評価実験から、 4種類の言葉に

相当する写真が選ばれた共通の理由に、“色”

があることがわかった。色には各色や色の組合

せに対して特有のイメージや感情的作用があ

り、このような色彩感情に対する効果の定鼠化

の研究は数多いれ）。これらの色の印象が袴着装

のイメージに反映していると考えられる。例え

ば、ピンクから述想される言葉の上位に「可愛

ぃ」があり四）、一致している。また、イメージ

に柄の影響もあることがわかった。形態情報（例

えば、丸、三角、四角など）は色情報のように

特有なイメージがあるとされている加）。一方、

模様や形態は色彩感情に影智を与えないことも

報告されている 'O)28)。このように柄の影得につ

いては明確ではない。今回の予備調査を受け、

今後さらに詳細な調査を行い、袴箔装における

「テイスト」「ファッションイメージ」について、

袴着装で重要とされている色や柄の影唇、コー

デイネートなどの全体着装の印象について明ら

かににしていきたい。

今後の研究の方向性として、女子学生が好む

袴着装のトレンドを予測するため、データの蓄

積を継続して行い、各年での袴着装の傾向を捉

えていきたい。そのなかで引き続き、日頃の装

いと袴の着装との関連性を捉え、袴着装の「フ

ァッション化」の実態について明らかにしてい

きたい。

注釈

注 1)前 2稿同様、 2007年から実地してい

る調査分析から、各クラスターについて

以下のような概念として分類する。「ス

トリート系」は、 1997頃から始まった

衷原宿から発祥したカジュアル・ファッ

ション。「萌え・ギャル系」は、渋谷

109で展開されているギャル系ファッシ

ョンや赤文字系ファッション雑誌に見ら

れるようなファッション。「ゴスロリ系」

は、音楽や映像の影唇を受けたマニア性
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の高いファッション。「モード系」は、

東京モードデザイナーのテイストを取り

入れた個性あふれるファッション。「ノ

ンポリ系」は、価格で安いことを重視し

てアイテムを選択するファッション。「混

在系」は、「ストリート系」と「萌え・

ギャル系」の良いところを取っているフ

ァッション。

注 2) ファッションとして用いる（回顧、

懐旧の）という意味で、過去を振り返っ

て思いを馳せる感情や昔懐かしいファッ

ションなどを示す。吉村誠一．ファッシ

ョン大辞典．繊研新聞社，2011年4月，

p.24 

注 3)2015年3月15日に行われた共立女子

大学の卒業式当8に被服学科学生92名

の袴の着装姿を撮影した。撮影個所は

1全身正面、 2全身背面、 3全身右側面、

4上半身、 5衿元、 6足元、 7頭部、

8鞄、 9ネイルの 9カットである。

注 4)色のデータ化は昨年と同様の方法で

行った。色の判定は着物、袴、足袋、履

物について行った。着物、袴は生地と柄

についてそれぞれ占める面積の大きさの

順に 3色まで判定した。

注 5)色の判定は昨年と同様に日本色研配

色体系 (8本色彩研究所による PCCSハ

ーモニックカラー 201、以下： PCCS配

色カード）全201色と“金＂と“銀＂を

用いた。色判定者は、南向きの窓から自

然光が差し込む蛍光灯照明下で椅子に座

った。目前の机の上でカタログと PCCS

配色カードを照らし合わせ、カタログの

色にもっとも近い配色カードを選択し、

色記号を記入用紙に記入した。

注 6) ここでいうモダンとは、着物を好む

若い恩に購読されている「KIMONO姫」

に見られるような、服飾においてのちょ

っと洋風でしゃれた感じのものという意

味で使っている。「KIMONO姫①ことは

じめ編」（株）祥伝社、2003年5月25日、

23頁／「KIMONO姫③木綿キモノ編」

（株）祥伝社、 2003年5月208、54頁

／田中干代「服飾事典」同文社 1975年2

月28 859頁

注 7)文化人類学者の川喜田二郎が提唱し

た資料や情報などの整理・分類法。アイ

デイアや情報を個別にカード化し分類し

て、自由に組み合わせを体系化していく

方法。ファッション辞典．文化出版局，

2012年2月10日，p.248

注 8)題材となりうる要素あるいは制作の

きっかけとなる要素のこと。田中干代「服

飾事典」同文社 1975年2月28 ,p.859 

文学や芸術作品に繰り返しあらわれる主

題や、デザインなどの中核となる模様や

主題。ファッション辞典．文化出版局，

2012年2月10日，p.233
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